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平成27年度決 算
　平成27年度の一般会計決算額は、歳入総額45億8,002万5千円（対前
年比9.17％増）、歳出総額43億9,494万円（対前年比6.88％増）となり、
歳入歳出差引額は1億8,508万5千円で公民館改修事業、町民第一体育
館改築事業など平成28年度へ繰越すべき財源1億2,452万1千円を除く
と実質収支6,056万4千円の黒字決算となりました。
　歳入では、町税が5億2,023万円（対前年比1.50％減）、収入の半数を
占める地方交付税は20億1,755万1千円（対前年比2.36％増）、町債は
7億3,217万6千円（対前年比58.58％増）となっております。
　主な事業では、公民館改修事業関係に1億2,518万5千円、町民第一
体育館改築事業関係に1億5,866万6千円、町道改良工事に1億6,870万8
千円などとなっております。
　また各特別会計決算の総額は歳入18億1,435万1千円、歳出16億8,494
万4千円となり実質収支1億2,940万7千円の黒字決算となっておりま
す。

■歳入総額� 45億8,002万5千円 収入
（単位：千円）

■歳出総額� 43億9,494万円 支出
（単位：千円）

（　　 依存財源　　  自主財源）

平成27年度

76.0％
24.0％

※町税5億2,023万円の内訳
　町税は町民のみなさんに納めていただいたもので
す。前年比で793万6千円の減となっております。

固定資産税
2億7,090万8千円

たばこ税� 3,221万4千円
軽自動車税�1,523万2千円
入湯税� 5万2千円

町民税
2億182万4千円
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農林水産業費
77,767円

（△3.23％）
農林業の振興や農林
道の整備などに使用
したお金

公  債  費
90,858円

（＋2.67％）
地方債（町の借入金）
の返済するためのお
金

総  務  費
128,327円

（＋64.36％）
財産・財産管理、戸
籍、徴税、選挙などに
使用したお金

■基金の状況�
●基　金
　基金には、特定の目的のために積立している「積
立型基金」と特定の目的のために定額の資金を運用
する「運用型基金」の２種類があります。基金残高
は41億6,281万円で前年より1億6,780万円増加しまし
た。

◆
積
立
型
基
金
◆

財政調整基金 10億3,100万円
文教厚生施設等整備基金 19億1,373万円
ふるさと創生基金 1億138万円
減債基金 5億6,252万円
さわやか福祉基金 1億5,426万円
国民健康保険給付費支払準備基金 500万円
簡易水道施設整備基金 2,092万円
介護給付準備基金 4,557万円
東日本大震災復興支援基金 1億509万円

小　　　計 39億3,947万円
◆
運
用
型
基
金
◆

土地開発基金 1億円
奨学基金 6,834万円
優良基礎雌牛導入事業基金 5,500万円

小　　　計 2億2,334万円
合計　 41億6,281万円（町民1人当たり約73万円）

■町債残高の推移

■特別会計の決算状況� （単位：千円）

　平成27年度末現在の町
債現在高は57億1,477
万円で前年比2.79％（1
億5,537万円）の増とな
りました。（町民１人あた
り約100万円の借金）

平成27年度に町が借
りたお金（町債）は、
一般会計のみで７億
3,217万６千円。町
道、公民館改修、体
育館改築、消防施設
等に使われました。

会　計　名 歳　　入 歳　　出 差　引
国 民 健 康 保 険 859,908 765,982 93,926
簡 易 水 道 141,613 124,548 17,065
農業集落排水事業 72,211 70,958 1,253
林業集落排水事業 25,694 25,059 635
介 護 保 険 659,630 643,157 16,473
後 期 高 齢 者 医 療 55,295 55,240 55
合 　 　 計 1,814,351 1,684,944 129,407

57
億
６
７
９
１
万
円

55
億
９
５
３
７
万
円

57
億
６
０
９
８
万
円

56
億
５
０
３
７
万
円

54
億
７
５
８
２
万
円

51
億　

５
２
０
万
円

56
億
４
８
０
８
万
円

55
億
５
９
４
０
万
円

土  木  費
74,966円

（＋11.73％）
道路や橋梁、町営住
宅などの整備・維持
に使用したお金

衛  生  費
47,316円

（△21.04％）
健康維持、環境対策

（ゴミ処理など）に使
用したお金

災害復旧費
2,942円

（△7.61％）
自然災害などの復旧
に使用したお金

民  生  費
150,699円
（＋3.70％）

高齢者や子ども、障が
い者などの福祉、災害
救助に使用したお金

教  育  費
140,208円
（＋7.16％）

学校教育や公民館事
業、体育振興などに
使用したお金

商  工  費
8,792円

（＋69.94％）
商工業振興や観光施
設整備に使用したお
金

議  会  費
14,187円

（+8.07％）
議会運営に使用した
お金　

消  防  費
28,594円

（＋6.52％）
消防団の運営、消防
設備の整備などに使
用したお金

労  働  費
1,814円

（△62.39％）
雇用対策などに使用
したお金

町民1人あたりでみる支出の額は…766,470円（前年度比8.99％増）
平成28年3月31日現在の住民基本台帳人口5,734人

(　　)は前年度との比較

57
億
１
４
７
７
万
円
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平成28年度
上半期の予算執行状況

　平成28年度上半期の予算執行状況を公表します。一般会計における予算額は
９月までの補正により10億1,949万7千円減額し、50億950万3千円となり、繰越
事業を含めると総額54億3,192万1千円となっております。９月末現在、全会計
で歳入予算の43.8％が収入済、歳出予算の37.5％が歳出済です。� （単位：千円）

内　訳
会　計

９月末予算額
歳　　　　入 歳　　　　出

９月末までの収入済額 収入率（％） ９月末までの支出済額 支出率（％）
一 般 会 計 5,431,921 2,289,816 42.2 1,963,094 36.1
国民健康保険特別会計 801,753 395,523 49.3 348,483 43.5
簡 易 水 道 特 別 会 計 126,988 49,563 39.0 47,930 37.7
農業集落排水事業特別会計 80,540 32,070 39.8 28,738 35.7
林業集落排水事業特別会計 22,783 12,552 55.1 8,328 36.6
介 護 保 険 特 別 会 計 682,762 357,346 52.3 286,000 41.9
後期高齢者医療特別会計 55,733 15,942 28.6 14,966 26.9

合　　計 7,202,480 3,152,812 43.8 2,697,539 37.5
※一般会計、簡易水道特別会計は平成27年度からの繰越金が含まれています。

なお、28年度上半期の補正予算状況は下記のとおりです。� （単位：千円）

　会計　　　　　　内訳 当　　初 ６　　月 ８　　月 ９　　月 合　　計
一 般 会 計 6,029,000 32,395 3,000 △ 1,054,892 5,009,503
国民健康保険特別会計 789,443 12,310 - - 801,753
簡 易 水 道 特 別 会 計 87,423 - - 17,065 104,488
農業集落排水事業特別会計 79,288 - - 1,252 80,540
林業集落排水事業特別会計 22,148 - - 635 22,783
介 護 保 険 特 別 会 計 659,613 - - 23,149 682,762
後期高齢者医療特別会計 55,679 - - 54 55,733

　合　　　　計　 7,722,594 44,705 3,000 △ 1,012,737 6,757,562

平成27年度決算に基づく

健全化判断比率及び資金不足比率を公表します

資金不足比率�
＊早期健全化基準…国が定めた要注意ラインで、これを超えると財政健全化計画を策定し財政再建に取り組まなければなりません。

健全化判断比率�

指　標　名 平成27年度
の比率

早期健全化
基準の比率 内　　　　　　容

実 質 赤 字 比 率 ―
（赤字なし） 15.0％ 一般会計の赤字の割合を示す数値。

当町は黒字のため数値はありません。

連結実質赤字比率 ―
（赤字なし） 20.0％ 一般会計に公営企業会計を加えた全ての会計の赤字の

割合を示す数値。当町は黒字のため数値はありません。

実 質 公 債 費 比 率 7.7％ 25.0％ 全ての会計で一般財源から借入金の返済に当てる支出
の割合を示す数値。昨年度から0.1％減となりました。

将 来 負 担 比 率 ―
（数値なし） 350.0％ 全ての会計で将来の負担が見込まれる経費の一般財

源に対する割合を示す数値。

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準の比率 ＊資金不足比率…�公営企業会計の資金不足額
のそれぞれの事業規模に対
する割合。町の公営企業会
計（簡易水道、農業集落排
水事業、林業集落排水事業
特別会計）において資金不
足はありません。

簡 易 水 道 特 別 会 計 ―（資金不足なし）

20.0％農業集落排水事業特別会計 ―（資金不足なし）

林業集落排水事業特別会計 ―（資金不足なし）

　市町村等の財政状況を客観的に表し、財政の早期健全化や再生の必要性を判断する健全化判断比率（実質赤
字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率）及び公営企業会計の資金不足比率を次のとおり
公表します。
　各指標とも数値なし又は基準を大きく下回っており、町の財政は健全な状態といえます。なおこれらの指標
は監査委員の審査を受け、9月議会に報告されました。
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職員実態を

公表します。町職員などの給与
町の定員管理適正化計画

　町職員の給与は、人事院および県人事委員会の勧告に準じ、町議会で予算や給与条件などの審
議を通じ明らかにされています。町民の皆さんにより広く知っていただくため、今年度の給与な
どの実態について概要をお知らせします。

４　職員の手当の状況
⑴　職員の手当の状況

期末手当
勤勉手当

一人当たり平均支給額（27年度）　　　1,373千円
（27年度支給割合）
期末手当　　　勤勉手当
2.55月分　　  1.50月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
・役職加算５～ 15％

退職手当

（支給率）　　  自己都合　　 勧奨・定年
勤続20年　　20.445月分　25.55625月分
勤続25年　　29.145月分　34.5825月分
勤続35年　　41.325月分　49.59月分
最高限度額 　  49.59月分　49.59月分
その他の加算措置　定年前早期退職特例措置（2％～ 20％加算）

時 間 外
勤務手当

支給実績（27年度決算） 12,236千円
職員１人当たり平均支給年額（27年度決算） 382千円
支給実績（26年度決算） 12,120千円
職員１人当たり平均支給年額（26年度決算） 378千円

⑵　その他の手当

手当名 内容及び支給単価
（平成28年４月１日現在）

支給実績
（平成27年度決算）

支給職員1人当た
り平均支給年額

（平成27年度決算）

扶 養 手 当
配偶者13,000円
扶養1人につき6,500円
16歳～ 22歳まで加算5,000円

7,111千円 229千円 

住 居 手 当 借家 家賃月額9,500円以上で
100円～ 27,000円 4,102千円 241千円 

通 勤 手 当

交通
機関
利用

63,000円を超えた場合、
その超えた額の2分の1
の額を63,000円に加算

5,208千円 102千円自家
用車
等利
用

通勤距離に応じて
2,700円～ 46,500円

管理職手当
管理・監督の地位にある職員
　課長　給料月額の10％
　主幹　給料月額の8％
　課長補佐　給料月額の7％

6,378千円 398千円 

単身赴任手当
異動により配偶者と別居
す る こ と と な っ た と き

（異動距離60㎞以上）
月額30,000 ～ 70,000円

0千円 0千円 

宿日直手当
宿直・日直により休日や
夜間に勤務したとき
1回につき4,200円

546千円 11千円 

寒冷地手当
11月～ 3月まで支給
　世帯主で扶養あり　11,800円
　世帯主で扶養なし　4,200円
　その他　　　  　1,360円

4,103千円 56千円 

１　人件費の状況
⑴　人件費の状況　（普通会計決算）

区分 住民基本台帳人口
（27年度末）

歳出額
A 実質収支 人件費

B
人件費率
B／ A

（参考）
26年度の人件費率

27年度 5,734人
千円

4,394,301
千円

60,564
千円

651,309 14.82％ 15.42％

(注) １．‌�人件費には職員の給与のほか、共済負担金、退職手当負
担金および常勤・非常勤の特別職報酬なども含まれます。

⑵　職員給与費の状況　（普通会計予算）

区分 職員
Ａ

給　　　　与　　　　費 一人あたり給与費
Ｂ／Ａ給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ

28年度 75人 千円
262,558

千円
39,124

千円
93,274

千円
394,956

千円
5,266

(注) １．職員手当には退職手当を含まない。
　　２．給与費は当初予算に計上された額である。

２　職員の平均給与月額、初任給等の状況（平成28年4月1日現在）
⑴　職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況
区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一 般 職 37.6歳 285,200円 325,800円

技能労務職 58.2歳 326,300円 373,700円

⑵　職員の初任給の状況（平成28年4月1日現在）
区　　分 初任給 ２年後の給料 経験年数10年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 181,700円 193,800円 246,500円 333,600円

高校卒 148,700円 157,300円 216,000円 310,800円

技能労務職
高校卒 155,800円 166,500円 215,500円 281,600円

中学卒 141,900円 149,800円 203,100円 268,100円 

３　一般行政職の級別職員数等の状況
区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

1級 主事 15人 28.3％ 

2級 困難な業務を処理する主事 10人 18.9％

3級 係長、主査 17人 32.1％

4級 課長補佐、主任主査 5人 9.4％ 

5級 課長、主幹 4人 7.5％ 

6級 困難な業務を処理する課長、参事 2人 3.8％ 
(注) １. ‌�古殿町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数で

ある。
　　２. ‌�標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な

職務である。
　　３．�‌一般行政職とは、税務職、栄養士、保育士、保健師、企業

職、技能労務職、幼稚園教諭を除いた職員である。
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ゆるキャラグランプリ２０１６
やぶさめくんへの投票ありがとうございました
　７月22日から10月24日まで行なわれていた、ゆるキャラさんたちの一年に一度のお祭り、「ゆる
キャラグランプリ2016」の投票結果が発表されました。総勢1,421キャラの参加の中、やぶさめくん
は620位という結果でした。
　投票していただいた皆さま、どうもありがとうございました！
　やぶさめくんは、これからも様々なイベントに参加しますので、見かけたら温かく声を掛けてく
ださい。

過去３年の結果
　2014年　
　[参加キャラ] 1,699キャラ
　[順　位] 1,248位　[投票数] 408票
　2015年
　[参加キャラ] 1,727キャラ
　[順　位] 991位　　[投票数] 1,322票
　2016年
　[参加キャラ] 1,421キャラ
　[順　位] 620位　　[投票数] 2,268票

５　特別職の報酬等の状況� （平成28年4月1日現在）
区　分 給料月額等

給 料
町 長 758,000円
副町長 607,000円
教育長 568,000円

報 酬
議 長 304,000円
副議長 239,000円
議 員 223,000円

期末手当

町 長 （27年度支給割合）
　　 ６月期　1.475月分　計　3.1月分
　　12月期　1.625月分

副町長
教育長
議 長 （27年度支給割合）

　　 ６月期　1.4月分 　　計　2.95月分
　　12月期　1.55月分

副議長
議 員

退職手当
町 長 算

出
方
式

給料月額×在職期間×支給率0.48 支
給
時
期

副町長 給料月額×在職期間×支給率0.29 任期毎
教育長 給料月額×在職期間×支給率0.20

寒冷地
手 当

町 長
副町長
教育長

11月～ 3月まで支給　　　　　
　世帯主で扶養あり　11,800円

世帯主で扶養なし  　4,200円
その他　　　　　　  1,360円

６　職員数の状況
○�27～ 31年度の定員適正化計画・集中改革プラン
における年次別進捗状況

区分
部門

26年度
計画前年

年次状況 31年度
数値目標
（人）

目　標
達成度
（％）27

年度
28
年度

一般行政

減 員 0 △ 2

65 89.2
増 員 3 0
差 引 3 △ 2
職員数 57 60 58

特別行政
（教育）

減 員 0 0

9 155.6
増 員 2 0
差 引 2 0
職員数 12 14 14

公 営
企業等

減 員 0 0

5 100.0
増 員 0 0
差 引 0 0
職員数 5 5 5

計

減 員 0 △ 2

79 97.5
増 員 5 0
差 引 5 △ 2
職員数 74 79 77

※議長、副議長、議員の報酬は5％削減後の額※平成28年4月1日現在
※教育長は含まない
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式辞を述べる岡部町長

　

昭
和
30
年
、
昭
和
の
大
合
併
に
よ
り
竹
貫

村
と
宮
本
村
が
合
併
し
、
古
殿
村
が
誕
生
。

昭
和
32
年
４
月
に
町
制
を
施
行
し
て
、
現
在

の
古
殿
町
と
な
っ
て
か
ら
今
年
で
60
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。

　

そ
の
長
い
歴
史
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
の
古
殿
町
の
更
な
る
発
展
を
誓
っ

て
、
町
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典
が
10
月
22

日
、
町
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
行

わ
れ
、
来
賓
や
受
賞
者
な
ど
１
４
０
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

感謝状を受ける野㟢洋光さん

　

岡
部
町
長
は
、「
60
年
と
い
う
節
目
の
年
に

改
め
て
初
心
に
帰
り
『
緑
と
人
が
響
き
あ
う

ぬ
く
も
り
の
あ
る
ま
ち
・
ふ
る
ど
の
』
の
実

現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。」
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。
佐
藤
議
長
よ
り
あ
い
さ
つ
の

後
、
こ
れ
ま
で
町
の
発
展
の
た
め
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
61
の
個
人
と
団
体
に
表
彰
状
・
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
終
了
後
に
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
、
古
殿
中
学
校
の
３
年
生
に
よ
る

合
唱
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

中学生による合唱の披露

　

昭
和
32
年
４
月
か
ら
現
在
ま
で
の
主
な

出
来
事
を
ま
と
め
た
記
念
誌
を
発
行
し
ま

し
た
。
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

記 念 誌
「60年のあゆみ」
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▲左から町長、渡辺さん、野木さん

　11月７日、平成28年度石川地方植樹祭が玉川村で
開催され、菜の花会（水野サタ子代表）が緑化功労
者として表彰されました。
　菜の花会は、古殿町公民館から古殿中学校まで登
る坂道、通称「あいさつ坂」に約30年間花を植える
活動を行い、中学生のために美しい景観を整備して
きました。あいさつ坂を通る際は、ぜひご覧くださ
い。

平成28年度石川地方植樹祭　緑化功労者を表彰

　11月７日、平成28年度福島県統計功労者表彰式がサンパレス福島（福島市）で行われ、町統計調査員
の渡辺賢一さん（仙石）が福島県知事表彰、野木武次さん（下松川）が福島県統計協会名誉会長表彰を
受賞しました。
　渡辺さんは昭和59年、野木さんは平成11年より、町統計調査員として数多くの統計調査に従事されて
おり、長年にわたる功績が認められての受賞となりました。

渡辺賢一さん（仙石）・野木武次さん（下松川）に
統計功労者表彰

第５回福島県ふるどの自転車ロードレース大会を開催
　ふるどの自転車ロードレース実行委員会（鈴木
平次代表）主催の第５回福島県ふるどの自転車
ロードレース大会が、10月30日、越代のサクラ公
園をスタートする周回ロードコースで行われ、町

内外から約200人が出場しまし
た。
　今年は、リオデジャネイロ五
輪男子オムニアムに出場した窪
木一茂選手も駆け付け、大会を
盛り上げました。
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　11月６日、古
殿八幡神社にお
いて「みやもと
イチョウ祭り」
が開催されまし
た。
　当日は新そ

ば祭りやミニコンサートなどのイベントのほか
に、会場では馬とのふれあいなど、様々な催し
が行われ、家族連れなどで賑わいました。

― スポーツの秋 ― 各種大会出場者に激励金を交付

　スポーツの秋、各種大会に出場する選手の皆さんに激励金が交付されました。今回、激励金の交付を受
けたのは以下の皆さんです。
陸上競技　坂本　直隆さん（竹貫・安積高校２年）　第21回東北高等学校新人陸上競技選手権大会（八種競技）出場
　　　　　�鎌田ほのかさん（上松川・清陵情報高校２年）　第21回東北高等学校新人陸上競技選手権大会、

第71回国民体育大会、第10回日本ユース陸上競技選手権大会（走り高跳び）出場
自転車競技　　緑川　竣一さん（下山上）　第71回国民体育大会出場
　　　　　　　水野　槙人さん（上松川・学法石川高３年）　第85回全日本自転車競技選手権大会出場
テニス競技　　常盤　浩章さん（竹貫）　第29回全国健康福祉祭長崎大会出場
ソフトボール競技　水野　瑠也さん（大久田・郡山北工２年）　第11回東北高等学校男子選抜大会出場

みやもとイチョウ祭りを開催

ふるどのこども園でお茶の会

第５回古殿かかし祭りを開催

　日本の伝統的な文化に慣れ親しんでもらおうと、10月
31日、ふるどのこども園でお茶の会が開催されました。
　会では年長クラス（５歳児）の園児が、「お先に」「ど
うぞ」と声を掛け合いながらお菓子やお茶をいただき、
お茶の作法を学びました。

　11月３日、古殿かか
し祭り盛り上げ隊主催
の「第５回古殿かかし
祭り」が、古殿小学校
脇の空き地において開
催されました。
　かかしコンテストや

餅つき大会、古殿みるく鍋の無料試食が行われたほ
か、ステージではフラダンスやよさこい踊りが披露
され、たくさんの人で賑わいました。

矢吹教育長、緑川竣一さん矢吹教育長、鎌田ほのかさんとお母さん

矢吹教育長、水野槙人さん 矢吹教育長、常盤浩章さん
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　10月28日から30日の３日間にわたり、町勤労者
体育センターにおいて、平成28年度古殿町文化祭
総合展が行われ、各種サークル・団体による力作
の数々が出展されたほか、小中学生による書道や
ポスター、こども園の園児による絵画作品などが
展示されました。
　また、町赤十字奉仕団による模擬炊き出し訓練
や町菓子組合による文化まんじゅうの販売などの
催しも行われ、たくさんの来場者で賑わいまし
た。
　30日には同時開催で、町公民館において芸能祭
が行われ、踊りや歌が披露されました。

平成 2 8 年度

古殿町文化祭
〈総合展 ・ 芸能祭〉

フラダンス

歌

民謡

レクダンス
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僕たちが作りました!

加藤　優稀　　  　渡辺　智也

あー、きれいだったな。
また登りに来ようっと。

不定期連載４コマ

「やぶさめくん」
鎌倉岳登山編

紅葉を見に鎌倉岳を訪れた
やぶさめくん

頂上目指して頑張るぞ

やっと頂上に着いたぞー。
あー、長かった。

古殿中学校２年生

▲▲�２人が撮影した他の　
生徒の職場体験の様子

行政だよりを印刷

▲

▲過酷だった登山

この２日間の職場体験で僕はいろいろな事をたくさん学
ぶことができました。選挙のことや、取材のことや、いろい
ろな課の仕事、総務課でのお金の管理について、それと皆さ
んの温かさです。僕は役場で学んだことを将来に役立てて行
きたいと思います。� （渡辺　智也）

僕がこの２日間に体験させてもらえたことは、不定期連
載４コマ「やぶさめくん」作りです。まず、鎌倉岳に行って
やぶさめくんと一緒に登りました。最初はどうやって登るの
かなと思っていました。そしたら思っていた以上にものすご
く過酷でした。� （加藤　優稀）

職 験体場
　11月８日、９日の２日間、古殿中学校の２年生が町役場や
町内企業などを訪れ、職場体験学習をしました。
　町役場総務課を職場体験した中学生の２人は取材活動な
ど、広報ふるどの作りをお手伝いしてもらいました。
　職場体験での２人の様子を写真とともに紹介します。ま
た、４コマ「やぶさめくん」は２人が作成したものです（写
真も２人が撮影しました）。
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古小だより 「チーム古殿」の風が吹いた！

　10月７日㈮　鳥見山陸上競技場で小体連陸上競技大会が開催され、６年生全員と５年生の選手が参加
しました。「全員が自己ベストを目指す」「チーム古殿一丸となって練習の成果を発揮する」これらの目
標の下に子どもたちは競技に臨みました。初めての大舞台で緊張するはずですが、集中力を高めたり、
入念に準備運動をしたり、堂々とした頼もしい姿が見られました。

子どもたちの輝き発見！心に刻まれた学習発表会

全力を出した小体連陸上競技大会

男子走り幅跳び　　第１位
女子100ｍ　　　　 第１位
５年男子100ｍ　　 第１位
男子1000ｍ　　　　第２位
女子走り高跳び　　第２位
女子走り幅跳び　　第２位
男子100ｍ　　　　 第３位
男子80ｍハードル　第３位
女子ベスト４×100ｍリレー第３位

429cm
13'9"
13'5"
3分21'9"
121cm
364cm
13'7"
13'7"
59'6"

矢吹　元輝
佐川　玲奈
根本　誠士
大楽　泰弘
小平　瑠衣
藁谷　若栄
矢吹　蒼空
松本　碧斗

女子80ｍハードル　第４位
男子1000ｍ　　　　第５位
女子80ｍハードル　第５位
女子５年４×100ｍリレー第５位

15'7"
3分35'0"
15'8"
1分04'3"

遠藤　　萌
吉田　空翔
佐藤　晶奈

加藤　光桜　　岡部　日向　　岡部　　梓
久保木杏香　　野崎真由美　　水野　紗希

男子走り高跳び　　第７位
男子走り幅跳び　　第７位
女子５年100ｍ　　 第７位
女子800ｍ　　　　 第７位
女子走り高跳び　　第７位

118cm
365cm
15'0"
2分48'5"
110cm

瀬谷　光瑠
薄井　翔吾
岡部　　梓
矢吹　美佳
菅井あゆり

　角田　千祥　　遠藤　　萌　　藁谷　若栄
　佐川　玲奈　　小川　春菜　　　　　　　

皆に支えられ全力を出して入賞！おめでとう ! !

　10月29日㈯　学習発表会を行いました。体育館を埋め尽くしてくださったご来賓、保護者、ご家族、
そして地域の皆様の温かいまなざしや大きな拍手に後押しされるように子どもたちは今までの練習の成
果と持てる力の全てを出し切るような素晴らしい発表をしてくれました。その最後を飾ったのは全校合
唱です。278名の子どもたち全員が整列すると会場全体が一つになったような一体感が感じられました。
とても心に残る学習発表になりました。かかわっていただいた皆様に感謝です。

１年　くじらぐも ２年　むしたちの音楽会

４年　モチモチの木３年　三年峠

５年　初チャレンジ 米づくりロード ６年　未来へ向かって、レッツゴー！
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古中だより
　多くのご来賓、保護者、地域の方々を本校にお迎えして第42
回「玲瓏祭」が開催されました。開会式の後、迫力満点の応援
団アトラクションが行われました。３年生のリードのもと文化
祭バージョンの応援を繰り広げてくれました。オープニングセ
レモニーや、生徒会本部が用意した寸劇は趣向を凝らした内容
で魅了させられました。意見文発表や合唱コンクール、２年生
の「先駆けの地における再生可能エネルギー教育推進事業」の
発表等もそれぞれ素晴らしかったです。午後のクラス発表も工
夫されていて、楽しい一時を過ごすことができました。古中の
学校祭の伝統は、生徒達による企画、立案、運営がなされてい
ることです。学校生活のみならず、様々な場面で「主体的に取
り組む古中生」であってほしいです。

　古中に入学予定の古殿小学校６年生を対象に、「中学校体験」
が実施されました。小学校からバスで中学校に移動した後、第
一集会室で教頭先生から「中学校体験」のオリエンテーション
が行われました。その後、５校時の授業を６年１組、２組のそ
れぞれのクラスに分かれて見学をしました。「英語」「保健体育」
「社会」「理科」「数学」の５教科の授業を参観し中学校の教科担
任制（教科ごとに先生が変わる）について理解することができ
ました。その後、希望する部活動で先輩達（１・２年生の生
徒）と一緒に部活動体験をしました。それぞれの児童が真剣な
表情で活動をしていました。来年の４月がとても楽しみです。

　鮫川村給食センターの所長さん、
栄養士さん、調理員の方々が来校
され、３年生の「バイキング給食」
が実施されました。テーマは「カ
ルシウムたっぷりバイキング」、バ
ランスよく選び、残さず食べるな

ど、バイキングのマナーだけではなく、成長期に必要な栄養素
である「カルシウム」についても意識して食べることができる
ように、カルシウムを多く含む食材を使用した献立となってい
ました。料理のおいしさと、３年生全員で食べる楽しい雰囲気
におかわりもすすみ、全ての料理が完食となりました。

　本校では、研究主題「生徒の生きる力を育む学習指導の工
夫」、研究副主題「個を生かし、互いに高め合う学習指導の工
夫」を設定し、授業の充実に努めているところです。今回は
３年２組の理科で、「力学的エネルギーと仕事はどのような関
係があるのだろうか？」との課題について予想し、衝突実験
装置を使った実験、グラフ化、考察を行いました。多くの内

容がつまった授業でしたが、各班で
協力して実験したり、話し合ったり
して生徒が互いに学び合いながら課
題を解決することができました。
様々な場面で、「さすが３年生」と感
じることができた授業研究会でした。

平成28年度古殿中学校学校祭「玲瓏祭」大成功

古殿小学校６年生が「中学校体験」

おいしくいただきました「バイキング給食」

さすが３年生！「授業研究会」
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住み慣れた地域でいつまでも暮らしていくために…
　「介護が必要になっても、障がいがあっても住み慣れた地域で、自分らしい暮らしを送り
ながら人生の最後まで住み続けたい」という思いは、誰もの願いであると思います。
　古殿町では、65歳以上の方の割合が平成28年11月１日現在で33.6％の状況です。その中
でも、一人暮らしや高齢者のみの世帯、又はご家族と一緒でも昼間は一人の方もおり、今
後ますます増えていくことでしょう。上記の願いを叶えるためにも、これからはますます
個々の力、ご近所さんの力が必要になってきます。
　平成27年10月に「古殿町高齢者の居住実態に関するアンケート」を65歳以上の高齢者400
世帯に実施しました。その中で生活支援サービスの希望を尋ねたところ、配食・外出支
援・入浴・洗濯・見守り・声掛け・理容・ゴミ捨て・雪かき・草刈りなど沢山の声が寄せ
られました。ちょっとしたことでもお互いの支え合いになります。今、自分にできること
は何か考えてみませんか？
　講演会も下記のとおり開催いたしますので、ぜひ足をお運びください！

講演会のお知らせ
日　時：平成２８年１２月１９日　㈪
　　　　１３時３０分 ～ （受付  １３時～）

場　所：古殿町公民館　ロビー

講　演：「住み慣れた地域でいつまでも暮らしていくために」

講　師：大　山　重　敏  氏
　　　　（公益財団法人さわやか福祉財団さわやかインストラクター）

 参加費無料！
お誘いあわせの上

おいでください !

※事前申し込み不要です。ご質問などございましたら下記担当課にご連絡ください。

� 【問い合わせ先】　古殿町役場　生活福祉課　☎０２４７－５３－４６１６
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豆腐ですいとん汁
一人分の栄養価…164kcal	 たんぱく質 5.3g
	 カルシウム 54mg　食塩相当量 0.7g

作 り 方

今月の献立

小麦粉（薄力粉）�� 20g
片栗粉��� ５g
豆腐（絹ごし）�� 20g
にんじん
（いちょう切り）…�10g
ごぼう（ささがき）…� 10g
大根
（いちょう切り）…�20g

長ねぎ
（斜め切り）�� 10g
油揚げ����5g
酒������5g
しょうゆ���5g
みりん����4g
だし汁�� 180cc

材　料（１人分）

いつものすいとんに豆腐を入れてヘルシーに！
これからの寒い季節はあたたかい鍋物や具だくさんの汁物が恋しくなり
ます。絹ごしの豆腐を使うことでなめらかな舌触りのすいとんができま
すし、すいとんの量の加減でボリュームの一品です。
� （在宅管理栄養士　吉田　かいで さん）

❶�人参と大根はいちょう切り、ごぼうはささがき、長
ねぎは斜め切りにする。

❷�油揚げは油抜きをして食べやすい大きさに切る。
❸�小麦粉と豆腐、片栗粉を混ぜる。
　‌�（小麦粉と豆腐の量は豆腐の水分により固さに違いが
あるので調節が必要）
❹�鍋にだし汁、人参、ごぼう、大根を入れて煮る。野
菜に火がとおったら、長ねぎ、油揚げと調味料を加
える。❸を一口大にちぎって入れる。

❺�すいとんに火がとおったら、器に盛りいただく。

絵本の読み聞かせで育つ力をご存じですか？
★子どもたちは絵本から

　●物の名前や色を学び 言葉が育つ。

　●�社会のルールや自分では経験したことがない喜

びや楽しみ、苦しみや悲しみなどが

　　たくさんあることを知ることで 社会性が育つ。

　●�絵本の世界に入り込み、絵本の世界を想像す

ることで 想像力を育つ。

★�そして、何より子どもが絵本を読んでもらっている時間は読んでくれているその人は

その間はその子だけのものになります。それが子どもにとっては何よりも嬉しい大切

なことなのです。この時間をお子さんと共有することで、愛着が育つ。そして、同じ

時間を共有しながら、ともに考えたり感動を分かち合ったりすることによってさらに

心が豊かに育まれます。

★�どんな絵本が良いかではなく、どんな絵本でも楽しく読めるような工夫とたくさん読

んであげるようにしましょう。子どもに「どの絵本が良い？」と選ばせることも良い

でしょう！まずは、大人が絵本を好きになることも大切ですよ。

寒くなってお外遊びの時間が短くなるこの季節。お子さんと絵本でのふれあいを増やしませんか？
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furudono

第７０１号

≪３つの運動≫

1. 時間を守りましょう

2. 自然を大切にしましょう

3. あいさつをしましょう

（平成28年12月号）

編集　古殿町公民館
電　 話　53－2305
Ｆ Ａ Ｘ　53－2500

第
１
回「
少
年
の
主
張
」大
会
開
催
！

発表者全員での記念撮影
　

10
月
30
日
、
公
民
館
ロ
ビ
ー
に
て
古
殿
町
青
少
年
育
成
町

民
会
議
主
催
の
「
少
年
の
主
張
」
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
主
張
大
会
で
は
、
小
学
生
４
人
、
中
学
生
６
人
の

計
10
人
が
日
頃
考
え
て
い
る
こ
と
、
感
じ
て
い
る
こ
と
を
発

表
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
大
会
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
皆

し
っ
か
り
と
し
た
発
表
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
発
表
者
と
題

名
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

「
ぼ
く
と
太
鼓
」

古
殿
小
学
校　

５
年
１
組

�

　

坂
本
　
秀
彦

「
古
殿
町
の
よ
い
と
こ
ろ
」

古
殿
小
学
校　

５
年
２
組

�

芳
賀
　
大
斗

「
ぼ
く
の
両
手
で
」

古
殿
小
学
校　

６
年
１
組

�

大
竹
　
圭
太

「
代
表
委
員
と
し
て
」

古
殿
小
学
校　

６
年
２
組

�

加
藤
帆
乃
華

「
あ
き
ら
め
な
い
強
い
心
を
持
っ
て
」

古
殿
中
学
校　

１
年
１
組

�

岡
部
　
美
咲

「『
未
来
』を
変
え
る
の
は『
自
分
』」

古
殿
中
学
校　

１
年
２
組

�

小
濵
　
涼
乃

「
人
と
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
」

古
殿
中
学
校　

２
年
１
組

�

佐
川
　
由
希

「
命
」

古
殿
中
学
校　

２
年
２
組

�
緑
川
　
茉
奈

「
失
っ
て
は
じ
め
て
気
づ
く
こ
と
」

古
殿
中
学
校　

３
年
１
組

�

田
口
　
未
来

「
夢
を
持
つ
こ
と
」

古
殿
中
学
校　

３
年
２
組

�

矢
内
　
美
優

　
太
鼓
と
ぼ
く�

�

古
殿
小
学
校　

五
年
一
組　
　

�

　

坂　
本　
秀　
彦

　

ぼ
く
に
は
苦
手
な
こ
と
が
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
。
人
前
で
話
す
こ
と
。
自
分

で
進
ん
で
何
か
や
る
こ
と
で
す
。
で

も
、
そ
ん
な
ぼ
く
が
、「
や
っ
て
あ
げ

た
い
」
と
思
っ
て
は
じ
め
た
も
の
が
あ

り
ま
す
、
そ
れ
は
和
太
鼓
で
す
。
ぼ
く

が
太
鼓
を
初
め
て
見
た
の
は
二
歳
の
時

で
し
た
。
八
幡
屋
の
太
鼓
シ
ョ
ー
で
、

大
き
な
太
鼓
を
一
生
懸
命
た
た
く
姿
が

か
っ
こ
よ
く
て
、
い
つ
か
自
分
も
太
鼓

を
た
た
い
て
み
た
い
と
思
っ
た
の
で

す
。
そ
れ
か
ら
は
、
そ
の
ビ
デ
オ
を
何

度
も
何
度
も
見
て
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
が

す
り
切
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
ぼ
く
は
、
お
母
さ
ん
に
、

「
や
ぶ
さ
め
太
鼓
に
入
り
た
い
。
た
の

ん
で
。」

と
お
願
い
し
ま
し
た
。
で
も
、
流
鏑
馬

太
鼓
は
四
年
生
か
ら
し
か
入
れ
な
い
決

ま
り
だ
っ
た
の
で
、
数
年
待
つ
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
四
年
生
に
な
り
流
鏑
馬

太
鼓
の
チ
ー
ム
に
入
っ
た
時
は
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
練
習
を
始
め
る

と
、
手
に
ま
め
が
で
き
、
皮
が
む
け
て

つ
ら
い
時
も
あ
り
ま
し
た
。（
本
気
で

太
鼓
を
た
た
く
と
、
こ
ん
な
に
な
る
ん

だ
。）
と
思
い
ま
し
た
が
、
あ
こ
が
れ

の
太
鼓
を
た
た
く
の
は
、
や
っ
ぱ
り
気

持
ち
が
よ
か
っ
た
で
す
。
会
長
に
、

「
だ
ん
だ
ん
と
上
手
に
な
っ
て
き
た

ね
。」

と
ほ
め
ら
れ
る
と
、（
よ
し
、
が
ん
ば

る
ぞ
。）
と
思
い
ま
し
た
。
ま
め
は
痛

い
け
れ
ど
、
休
ま
ず
練
習
に
参
加
し
ま

し
た
。

　
「
流
鏑
馬
太
鼓
」
は
二
十
年
以
上
続

く
伝
統
あ
る
太
鼓
で
す
。
古
殿
小
学
校

に
統
合
し
た
と
き
、
特
設
ク
ラ
ブ
で

「
太
鼓
部
」
も
作
ら
れ
ま
し
た
。
太
鼓

部
は
、
町
の
夏
祭
り
や
音
楽
祭
に
参
加

し
ま
す
。
家
族
も
喜
ん
で
見
に
来
て
く

れ
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

「
大
ぜ
い
の
前
で
よ
く
が
ん
ば
っ
た

ね
。」

と
ほ
め
て
く
れ
ま
す
。
人
前
に
出
た
が

ら
な
い
ぼ
く
に
と
っ
て
は
す
ご
い
成
長

な
の
で
す
。
学
校
の
太
鼓
部
に
、
会
長

が
き
て
く
れ
て
い
ま
す
。
太
鼓
部
は
上

級
生
が
下
級
生
に
教
え
、
伝
え
る
と
い

う
形
で
で
き
あ
が
っ
て
い
き
ま
す
。
会

長
は
、
仕
事
の
合
間
を
見
つ
け
て
指
導

に
き
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
。（
会
長

は
太
鼓
が
好
き
な
ん
だ
。）
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
学
校
で
教
え
て
い
る
の

第
１
回「
少
年
の
主
張
」大
会　
発
表
原
稿
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を
見
て
い
た
ら
、（
会
長
は
古
殿
町
が
好
き
な

ん
だ
。
太
鼓
で
つ
な
が
っ
て
い
く
人
た
ち
が

好
き
な
ん
だ
。）
と
思
え
て
き
ま
し
た
。

　
「
流
鏑
馬
太
鼓
」
は
、
古
殿
の
祭
り
に
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
ぼ
く
の
デ
ビ
ュ
ー
も
、
越
代

の
祭
り
で
し
た
。
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
の

前
で
（
ち
ゃ
ん
と
演
奏
で
き
る
か
な
。）
と
不

安
で
し
た
が
、
演
奏
が
終
わ
っ
て
大
き
な
拍

手
が
お
こ
っ
た
時
は
感
動
し
ま
し
た
。
太
鼓

を
始
め
た
こ
ろ
の
目
標
は
、
姿
勢
が
き
れ
い

に
見
え
る
よ
う
に
手
を
し
っ
か
り
伸
ば
す
こ

と
、
曲
を
早
く
覚
え
て
み
ん
な
と
合
わ
せ
る

こ
と
で
し
た
。
今
は
、「
や
ぶ
さ
め
太
鼓
」
を

た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
目

標
の
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
会
場

で
演
奏
し
、
太
鼓
の
楽
し
さ
と
流
鏑
馬
太
鼓

の
ふ
る
さ
と
古
殿
町
を
知
っ
て
も
ら
っ
て
、

た
く
さ
ん
の
人
に
笑
顔
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
で
す
。
太
鼓
は
、
少
し
ず
つ
少
し
ず
つ
、

ぼ
く
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
人
と
つ
な
が
っ
て
い
く
古
殿
の
や
ぶ

さ
め
太
鼓
を
こ
れ
か
ら
も
も
っ
と
も
っ
と
大

事
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
古
殿
町
の
よ
い
と
こ
ろ

�

古
殿
小
学
校　

五
年
二
組　
　

�

芳　
賀　
大　
斗

　

ぼ
く
は
古
殿
町
が
大
好
き
で
す
。
そ
の
理

由
は
、
古
殿
町
に
は
よ
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ

ん
あ
る
か
ら
で
す
。
少
し
考
え
た
だ
け
で
も
、

八
百
年
の
歴
史
の
あ
る
や
ぶ
さ
め
、
豊
か
な

自
然
、
特
産
物
で
あ
る
コ
ン
ニ
ャ
ク
や
お
酒

や
み
そ
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ぼ
く
が
考
え
る
、
古
殿
町
の
じ
ま
ん
は
四

つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
「
自
然
」
で
す
。
古
殿
町
に
は
、

み
か
ぶ
山
、
か
ま
く
ら
岳
な
ど
の
山
が
あ
り
、

県
内
外
か
ら
多
く
の
登
山
客
が
や
っ
て
き
ま

す
。
ま
た
、
三
大
山
桜
の
一
つ
、
越
代
の
桜

は
全
国
的
に
有
名
で
す
。
古
殿
町
で
は
、
季

節
ご
と
に
い
ろ
い
ろ
な
自
然
の
風
景
が
見
た

り
、
感
じ
た
り
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

二
つ
目
は
「
行
事
」
で
す
。
古
殿
町
で
は
、

い
ろ
ん
な
お
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
五
月

に
は
越
代
の
桜
祭
り
、
八
月
に
は
い
こ
い
の

森
の
フ
ェ
ス
タ
、
十
月
に
は
や
ぶ
さ
め
祭
り

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
お
祭
り
に
も
、
毎

年
た
く
さ
ん
の
人
が
参
加
し
ま
す
。
ぼ
く
も

毎
年
、
と
っ
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、「
人
」
で
す
。
町
の
人
た
ち
は

み
ん
な
や
さ
し
く
、
心
が
温
か
い
で
す
。
ぼ

く
ら
が
あ
い
さ
つ
す
る
と

「
元
気
だ
ね
。」

な
ど
と
声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
今

年
は
、
古
殿
町
出
身
の
く
ぼ
き
か
ず
し
げ
選

手
が
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
や
く
し
ま
し

た
。
九
月
に
は
、
く
ぼ
き
選
手
が
古
殿
小
へ

来
て
く
れ
ま
し
た
。
ぼ
く
は
代
表
と
し
て
、

く
ぼ
き
選
手
に
質
問
を
し
ま
し
た
。
と
て
も

き
ん
ち
ょ
う
し
ま
し
た
。
ぼ
く
の
先
ぱ
い
が

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
だ
な
ん
て
、
と
て
も
ほ

こ
り
に
思
い
ま
す
。

　

四
つ
目
は
、
ぼ
く
の
通
う
古
殿
小
学
校

で
す
。
古
殿
小
で
は
、「
ノ
ー
ト
い
っ
ぱ
い
」

「
あ
せ
い
っ
ぱ
い
」「
友
達
い
っ
ぱ
い
」「
あ

い
さ
つ
い
っ
ぱ
い
」「
ゆ
め
い
っ
ぱ
い
」
と

い
う
、
五
つ
の
い
っ
ぱ
い
で
日
本
一
の
学
校

に
な
れ
る
よ
う
、
全
校
生
二
七
八
名
で
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
古
殿
町
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

よ
さ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
よ
い
点
は
、

こ
れ
か
ら
先
も
な
く
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ぼ
く
が
大
人
に
な
っ
た
と
き
に
も
残
し
て
い

き
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ぼ
く
た
ち

が
今
か
ら
、
で
き
る
こ
と
を
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
自
然
を
大
切
に
す

る
こ
と
。
町
の
行
事
に
楽
し
く
参
加
す
る
こ

と
。
だ
れ
に
で
も
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
。

そ
し
て
、
自
分
が
す
る
だ
け
で
な
く
、
他
の

人
に
も
呼
び
か
け
る
こ
と
。
あ
た
り
ま
え
の

こ
と
を
あ
た
り
ま
え
に
し
て
い
く
こ
と
が
、

古
殿
町
の
よ
さ
を
守
り
、
伝
統
を
引
き
継
い

で
い
く
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
古

殿
町
の
よ
い
と
こ
ろ
、
じ
ま
ん
で
き
る
と
こ

ろ
は
ぼ
く
た
ち
が
守
っ
て
い
き
ま
す
。
守
る

だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
じ
ま
ん
で
き
る
こ
と

が
増
え
る
よ
う
、
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
「
ぼ
く
の
両
手
で
」�

�

古
殿
小
学
校　

六
年
一
組　
　

�

大　
竹　
圭　
太

　

小
島
裕
治
先
生
、
今
も
、
中
学
校
の
先
生

と
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
か
。
ぼ
く
は
、

先
生
の
本
を
読
ん
で
、
小
島
先
生
の
心
の
強

さ
に
深
く
感
動
し
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
今
年
の
夏
休
み
に
、「
足
で
つ

か
む
夢
」
と
い
う
本
を
読
み
ま
し
た
。
最
初

の
ペ
ー
ジ
に
、
足
の
指
を
使
っ
て
黒
板
に
文

字
を
書
い
て
、
英
語
の
授
業
を
す
る
姿
や
、

足
で
ス
プ
ー
ン
を
持
っ
て
給
食
を
食
べ
る
姿

が
載
っ
て
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
小
島
さ
ん

が
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
る
の
か
知
り
た
く

な
っ
て
、
本
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
り
ま
し
た
。

　

小
島
さ
ん
は
、
四
歳
の
時
に
、
交
通
事
故

で
両
腕
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
小
島
さ

ん
は
、
両
腕
が
無
い
こ
と
で
、
体
育
は
見
学
、

自
転
車
に
も
乗
れ
な
い
、
ト
イ
レ
で
の
ズ
ボ

ン
の
上
げ
下
げ
は
人
の
手
が
必
要
、
人
に
じ

ろ
じ
ろ
見
ら
れ
た
り
、
上
着
の
袖
を
子
ど
も

に
引
っ
張
ら
れ
た
り
。
と
て
も
不
便
だ
っ
た

り
、
つ
ら
い
思
い
を
し
た
り
し
て
き
ま
し
た
。

も
し
ぼ
く
が
小
島
さ
ん
だ
っ
た
ら
、
い
つ
も

両
親
と
一
緒
に
行
動
し
、
身
の
周
り
の
世
話

を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

人
に
見
ら
れ
る
の
が
嫌
で
、
学
校
へ
行
か
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
小
島
さ
ん
は
、

親
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
か
ら
と
、
嫌
な

こ
と
も
我
ま
ん
し
て
偉
い
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。

　

小
島
さ
ん
は
、
高
校
受
験
で
失
敗
し
た
時
、

自
分
は
ダ
メ
な
奴
だ
、
両
手
が
無
い
せ
い
で

何
を
や
っ
て
も
ダ
メ
な
ん
だ
、
死
ん
で
し
ま

い
た
い
と
思
う
ほ
ど
自
分
を
嫌
い
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
、
ぼ
く
は
、
手
が

あ
っ
て
も
受
験
を
失
敗
す
る
人
も
い
る
の
に

と
思
い
ま
し
た
。
小
島
さ
ん
は
、
心
が
折
れ

そ
う
に
な
っ
た
時
、
素
敵
な
先
生
や
音
楽
に

出
会
っ
て
、
そ
こ
か
ら
立
ち
上
が
り
、
再
び

挑
戦
す
る
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
大
学
受
験
、
車
の
免
許
取
得
、
講
演
活

動
、
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
出
場
、
海
外
旅
行
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
…
。
手
が
あ
る
と
か
無
い
と

か
関
係
な
く
、
ぼ
く
に
は
想
像
も
つ
か
な
い

ほ
ど
大
好
き
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

る
小
島
さ
ん
が
格
好
い
い
な
あ
、
両
手
を

持
っ
て
い
る
人
以
上
に
素
晴
ら
し
い
人
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
将
来
、
英
語
の
先
生
に
な
る
と

い
う
は
っ
き
り
と
し
た
夢
に
向
か
っ
て
、
塾

講
師
や
教
育
実
習
を
し
た
り
、
ア
メ
リ
カ
や

カ
ナ
ダ
へ
留
学
し
た
り
し
て
、
自
分
を
高
め

た
期
間
が
あ
り
ま
し
た
。
教
員
採
用
試
験
に

二
度
も
失
敗
し
ま
し
た
が
、
そ
の
時
の
小
島

さ
ん
は
と
て
も
心
の
強
い
人
に
変
わ
っ
て
い

ま
し
た
。「
成
功
は
、
失
敗
の
向
こ
う
側
に
あ

る
。」
小
島
先
生
は
、
子
ど
も
た
ち
に
、
自
分

の
夢
に
向
か
っ
て
、
失
敗
を
恐
れ
な
い
で
、

こ
つ
こ
つ
と
努
力
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
、

そ
れ
ま
で
の
生
き
方
を
振
り
返
っ
て
学
ん
だ

こ
と
を
教
え
ま
し
た
。

　

ぼ
く
に
は
両
手
が
あ
り
ま
す
。
小
島
さ
ん

ほ
ど
苦
労
を
せ
ず
に
、
将
来
の
夢
を
つ
か
む

こ
と
が
で
き
る
の
か
な
と
思
っ
て
し
ま
い
そ

う
で
す
が
、
そ
う
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
ぼ
く
が
、
ど
れ
だ
け
自
分
の
夢

の
た
め
に
努
力
で
き
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
に

か
か
っ
て
く
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
は
、

料
理
人
に
な
り
た
い
夢
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ぼ
く
の
両
手
を
使
っ
て
、
食
べ
た
人
が
幸
せ

な
気
持
ち
に
な
れ
る
よ
う
な
お
い
し
い
料
理

を
作
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。
ぼ
く
は
、
小

島
先
生
の
人
生
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、

自
分
の
た
め
に
、
人
の
た
め
に
、
こ
の
両
手

を
精
一
杯
使
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

�

（
次
号
に
続
く
）
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10
月
28
日
、
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

教
室
の
閉
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
の
開
講
以
来
、
31
人
が
参
加
し
、
友
達
と
楽
し
く

汗
を
流
し
て
き
ま
し
た
。
閉
講
式
で
は
、
矢
内
公
民
館
長

よ
り
修
了
証
が
手
渡
さ
れ
、
教
室
生
を
代
表
し
て
、
６
年

生
の
本
郷
一
輝
君
が
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
も
技
術
、
体
力
向
上
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。
な

お
、
来
年
も
開
講
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
下
さ
い
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室
閉
講
式

町
民
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

　

こ
の
冬
、
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
？

★
日　
　
時　
第
１
回　

平
成
29
年
１
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

第
２
回　

平
成
29
年
２
月
５
日
（
日
）

★
場　
　
所　
猪
苗
代
ス
キ
ー
場

★
対　
　
象　
町
内
在
住
の
小
学
生
か
ら
一
般
の
方

　
　
　
　
　
　

先
着
45
人

★
参
加
費　
①
リ
フ
ト
券
・
食
事
券

　
　
　
　
　
　
　

小　

学　

生
・
３
、６
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

中
学
生
以
上
・
４
、１
０
０
円

　
　
　
　
　
　

②
レ
ン
タ
ル
料
金

　
　
　
　
　
　
　

２
、１
０
０
円（
ス
キ
ー
・
ボ
ー
ド
セ
ッ
ト
）

　
　
　
　
　
　

※�

そ
の
他
レ
ン
タ
ル
に
つ
い
て
は
、
町
公

民
館
ま
で
問
合
せ
願
い
ま
す
。

★
申
込
期
限　
12
月
16
日
（
金
）

★
申
込
方
法　

�

電
話
ま
た
は
来
館
（
申
込
み
の
際
、
種

目
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
レ
ン
タ

ル
の
有
無
・
身
長
・
靴
の
サ
イ
ズ
等
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。）

★
申
込
先　

�

町
公
民
館　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
３

－

２
３
０
５

　
　
　
　
　
　

※�

保
険
加
入
等
の
た
め
、
個
人
の
車
で
の

参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

参
加
者
募
集
!!

平成28年度（後期）一般水泳教室生徒募集

★場　所　古殿町民水泳プール

★定　員　一般成人20人

★申込み　平成28年11月29日㈫から受付開始

★申込先　古殿町民水泳プール
　　　　　☎・FAX　５３－４４２０

【日程】平成29年1月15日㈰～3月12日㈰まで計8回
第１回 1月15日㈰ 開講式 午前10：15～11：30
第２回 1月29日㈰

午前10：30～11：30

第３回 2月11日㈯ 建国記念日

第４回 2月12日㈰
第５回 2月19日㈰
第６回 2月26日㈰
第７回 3月  5日㈰
第８回 3月12日㈰ 閉講式

基本的な泳法を身につけ、運動不足やストレスを解消しながら、楽しく健康の保持増進をしたい人。
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歌
友
会
例
会
作
品�

～
十
月
例
会
～

文
芸

首
を
伸
べ
堀
の
水
飲
む
馬
達
の
姿
た
ち
く
る
大
内
宿�

有　
賀　
智
枝
子

細
胞
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
仕
組
解
き
た
り
と
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
く
大
隅
博
士
よ�

佐　
川　
静　
子

お
早
う
と
声
か
け
め
ぐ
る
朝
の
畑
大
根
白
菜
み
ど
り
増
し
ゆ
く�

我　
妻　
慶　
子

社
へ
と
や
ぶ
さ
め
の
旗
つ
づ
く
道
行
列
参
加
者
の
り
り
し
き
面�

矢　
吹　
和　
子

青
空
に
流
る
る
白
雲
仰
ぐ
土
手
飼
料
の
稲
藁
ほ
の
か
に
匂
う�

鎌　
田　
佳　
子

コ
ス
モ
ス
の
群
れ
咲
く
花
に
誘
わ
れ
て
媼
の
散
策
空
澄
め
る
朝�

遠　
藤　
ヨ
シ
イ

今
月
の
図
書

ハ
リ
ー・ポ
ッ
タ
ー
と
呪
い
の
子

�

Ｊ
．
Ｋ
．
ロ
ー
リ
ン
グ　
著

　
8
番
目
の
物
語
。
19
年
後
。

　
『
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
死

の
秘
宝
』
で
の
戦
い
か
ら
19
年

が
経
ち
、
父
親
と
な
っ
た
ハ

リ
ー
が
2
人
目
の
子
ど
も
を
ホ

グ
ワ
ー
ツ
魔
法
学
校
へ
と
送
り

出
し
た
そ
の
後
の
物
語
で
す
。

基
本
と
コ
ツ
が
き
ち
ん
と
わ
か
る

�

お
せ
ち
料
理
と
ほ
め
ら
れ
レ
シ
ピ

�

牛
尾　
理
恵　
著

　

今
ま
で
、
お
せ
ち
は
買
っ
て
済
ま
せ
て
い
た
人

も
、
作
っ
て
み
た
い
け
ど
ど
こ
か
で
挫
折
し
て
い
た

人
も
、
今
年
は
家
族
の
幸
せ
を

願
っ
て
、
お
せ
ち
を
手
作
り
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

　
簡
単
で
お
い
し
い
お
せ
ち
作

り
の
基
本
と
コ
ツ
を
丁
寧
に
紹

介
。

平成28年 古殿町体育賞顕彰者推薦について
　古殿町体育協会では、町民の体育振興のひとつとして、年間を通し各種大会に優れた成績を収めた
方々を顕彰し、その栄誉を称え、さらに地域の指導者として活躍していただくことを願って、古殿町体
育賞顕彰式を実施しています。
　つきましては、本年も次の推薦基準によって顕彰いたしますので、該当される方がおりましたら町公
民館までご連絡ください。

１．推薦基準　
　・町居住者または出身者であること。
　・県大会優勝または東北大会、全国大会への出場者であること。
　・平成28年１月１日から12月31日までの１年間に実施された大会への参加者であること。

２．推薦書提出期限
　　平成29年１月６日㈮
　　※　推薦書は町公民館にあります。

ノ
ン
タ
ン
！
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
だ
よ

�

キ
ヨ
ノ　
サ
チ
コ　
著

　
空
い
っ
ぱ
い
に
飛
び
か
う
、

い
ろ
ん
な
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

た
ち
。
ノ
ン
タ
ン
は
、
ね
こ

の
サ
ン
タ
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

た
の
み
た
い
の
に
会
え
ま
せ

ん
。怒

ら
ニ
ャ
い
禅
語

�

枡
野　
俊
明　
著

　

ど
ん
な
怒
り
も
、
ス
〜

〜
ッ
と
消
え
て
い
く
、

心
を
整
え
る
た
め
の
禅
語
を
、

何
に
も
と
ら
わ
れ
ず
、
し
な

や
か
に
生
き
る
癒
し
の
猫
写

真
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

連 絡 先 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〒963－8304　古殿町大字松川字横川２３５
公民館内　古殿町体育協会事務局　【☎５３－２３０５】
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ひろばは皆さんが参加するページです お知らせしたいことや学校での出来事、自慢のペットや趣味
など何でもお寄せください。みなさんにご紹介します。

「
コ
コ
ア
」
で
す
。

�

よ
ろ
し
く
ね
！

「
ア
ス
ラ
ン
」
で
す
。

�
よ
ろ
し
く
ね
！

ひろばは皆さんが参加するページです

あ

①お子さんはどんな遊びが好きですか？
②お子さんの好きな食べ物は何ですか？
③虫歯にならないように心がけたことは何ですか？
　（現在、むし歯があってもなくても）
④お子さんに何かひとことお願いします！！

３歳児健診で、 むし歯のない子が表彰されました。

①�ブロック遊び、砂遊び、
　アンパンマンのパン工場
②�イチゴ、バナナ（果物全般）
　ヨーグルト
③�仕上げ磨きを必ずする事
④�唄が大好きな佳那ちゃん。こ

れからもたくさん唄を歌って
佳那ちゃんらしく、元気に大
きくなってネ！

菅生　佳
か な
那ちゃん

（保護者：哲朗さん）
松川字新桑原

①�ボールプール、すべり台、
　ままごと
②ご飯
③�仕上げ磨きをする。
④�いっぱい食べて大きくなってね。

小椋　しほちゃん
（保護者：ひとみさん）

松川字新桑原
①お兄ちゃんたちと戦いごっこ
　三輪車、お絵かき
②刺身、わかめ、玉ねぎ、いちご、
　りんご、さつまいも、かぼちゃ
③�仕上げ磨きをていねいにやり

ます。
④�お 兄 ち ゃ ん た ち 以 上 に や ん

ちゃな駿くん！いつもニコニコ
笑顔で元気な駿くんが大好きで
す。これからも兄弟仲良く、た
くさん食べて大きくなってね。

鈴木　駿
しゅんと
人くん

（保護者：香里さん）
山上字鹿場

①�お人形で戦いごっこ、すべり台や砂遊び
②�麺類、果物
③�毎日、寝る前に歯みがきをして仕上げみがきを

する。
④�やんちゃで甘えん坊だけど、ちゃんと優しい一

面を持っているはると君。これからもご飯をた
くさん食べて、心も体も元気に大きく育ってね！

佐川　陽
はる
音
と
くん

（保護者：千恵子さん）
松川字八ヶ久保北向

①�お店屋さんごっこ、お医者さんごっこ、赤ちゃん
のお世話ごっこ、ままごと遊び

②�カレーライス、ハンバーグ、グミ、
　もやし
③�夜寝る前の仕上げ磨き
　デンタルフロスの使用
④�笑顔の素敵な優しい女の子になってください。

水野　叶
か な
菜ちゃん

（保護者：綾子さん）
大久田字松久保



広 報　　　　　　2016.12. １21

地　区　名 燃えるごみ

全　　　地　　　区 毎週火・金曜日

地　区　名 資源ごみ 燃えないごみ
Ａ
地
区
  仙石、鎌田、田口、竹貫、
  上松川、下松川

８日㈭　
22日㈭　

１日㈭　
15日㈭　
29日㈭　

Ｂ
地
区
  下山上、上山上、論田、
  大久田

１日㈭　
15日㈭　
29日㈭　

８日㈭　
22日㈭　

鎌倉岳登頂（11月８日）

日
SUN

　月　
mon

火
tue

水
wed

木
thu

金
fri

土
sat

27 28 29 30 １ ２ ３
運動指導室開放日
（18:00～21:00）
…健康管理センター

いきいきくらぶ
（10:00 ～）
運動指導室開放日
（18:00～21:00）
…健康管理センター

こども園生活発表会
（８:50 ～）
…ふるどのこども園

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
○医 ひらた中央病院
　（平田村）
☎ 55-3333

元気はつらつ教室
（13:00 ～）
母と子の広場
（9:30 ～ 15:00）
…健康管理センター

離乳食教室
（９:30 ～）
運動指導室開放日
（18:00～21:00）
…健康管理センター

こころの相談
（９:00 ～）
…健康管理センター

いきいきくらぶ
（10:00 ～）
転倒予防教室
（13:30 ～）
…健康管理センター
3 ヶ月児健診・脱臼検診
（13:00 ～）
…石川町保健センター

リハビリ教室
（13:00 ～）
運動指導室開放日
（18:00～21:00）
…健康管理センター

11 12 13 14 15 16 17
第23回町民水泳大会
（８:30 ～）
…町民水泳プール

○医 ふるどのクリニック
　（古殿町）
☎ 32-1114

元気はつらつ教室
（13:00 ～）
母と子の広場
（9:30 ～ 15:00）
…健康管理センター
献血
（９:00 ～）
…町内４ヶ所

乳児相談（午前）
（5カ月児･10カ月児）
こども歯科クリニック
（午後）
運動指導室開放日
（18:00～21:00）
…健康管理センター

いきいきくらぶ
（10:00 ～）
…健康管理センタ

リハビリ教室
（13:00 ～）
運動指導室開放日
（18:00～21:00）
…健康管理センター

18 19 20 21 22 23 24
○医 ひらた中央病院
　（平田村）
☎ 55-3333

１歳６ヵ月児・３歳児健診
（13:00 ～）
母と子の広場
（9:30 ～ 11:30）
…健康管理センター

元気はつらつ教室
（13:00 ～）
運動指導室開放日
（18:00～21:00）
…健康管理センター
【納税日】
国民健康保険税（６期）
固定資産税（３期）

すくすく教室
（10:00 ～）
…健康管理センター

小・中学校
第二学期終業式

いきいきくらぶ
（10:00 ～）
転倒予防教室
（13:30 ～）
…健康管理センター

○医 ひらた中央病院
　（平田村）
☎ 55-3333

25 26 27 28 29 30 31
○医 ひらた中央病院
　（平田村）
☎ 55-3333

元気はつらつ教室
（13:00 ～）
母と子の広場
（9:30 ～ 15:00）
…健康管理センター

運動指導室開放日
（18:00～21:00）
…健康管理センター

御用納め ○医 ひらた中央病院
　（平田村）
☎ 55-3333

○医 ひらた中央病院
　（平田村）
☎ 55-3333

12月くらしのカレンダー

※○医 は休日当番医です。掲載を希望される行事がありましたらご連絡ください。
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くらしに役立つ
情  報

Information

町 の 人 口
現住人口調査

 11 月１日現在　国勢調査　　
　　　　　　　   確定値による
世 帯 数 1,679 世帯　

人　　口 5,234 人　　

男 2,538 人　　

女 2,696 人　　

役場の電話番号
0247－53－3111（代表）

　ＦＡＸ� ５３－３１５４
　ＦＡＸ� 5 ３－４５１１
　ホームページ
　http://www.town.furudono.fukushima.jp/
　Ｅメール
　info@town.furudono.fukushima.jp

●総　務　課� ５３－４６１１
●地域整備課� ５３－４６１２
　　　〃　　� ５３－４６１５
●産業振興課� ５３－４６１３
　　　〃� ５３－４６２０
●農業委員会� ５３－４６１４
●生活福祉課� ５３－４６１６
●住民税務課� ５３－４６１７
　　　〃� ５３－４６１８
●出　納　室� ５３－４６１９
●議会事務局� ５３－４６２１
●教育委員会� ５３－３６５５
●公　民　館� ５３－２３０５
●ふるどのこども園� ５７－５７３６
●健康管理センター� ５３－４０３８

いきいき遊里工房� ５３－２３１３

おふくろの駅� ５３－４０７０

ふるどの荘� ３２－１１８０

社会福祉協議会� ５３－４３９４

古殿小学校� ５３－２０４９

古殿中学校� ５３－３１３５

お
知
ら
せ

　

須
賀
川
税
務
署
の
平
成
28
年

分
所
得
税
の
確
定
申
告
作
成
会

場
は
、
須
賀
川
市
産
業
会
館
に

な
り
ま
す
。
期
間
は
、
２
月
16

日
㈭
か
ら
３
月
15
日
㈬
ま
で

（
土
日
を
除
く
）
で
す
。

　

確
定
申
告
は
自
宅
で
い
つ
で

も
作
成
で
き
る
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
が
便
利
で
す
。

　

詳
し
く
は
国
税
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
須
賀
川
税
務
署

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
須
賀
川
税
務
署

☎
０
２
４
８

－

７
５

－

２
１
９
４

　

こ
れ
ま
で
65
歳
以
上
に
達
し

た
日
以
降
に
雇
用
さ
れ
た
方

は
、
雇
用
保
険
の
適
用
除
外
で

し
た
が
、
１
月
以
降
は
、
１
週

間
の
所
定
労
働
時
間
が
20
時
間

以
上
で
31
日
以
上
の
雇
用
の
見

込
み
が
あ
れ
ば
、
原
則
と
し
て

雇
用
保
険
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
対
象
と
な
る
労
働
者
を
雇

用
す
る
事
業
主
の
方
は
、
加
入

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
須
賀
川

☎
０
２
４
８

－

７
６

－

８
６
０
９

　

平
成
29
年
１
月
１
日
よ
り
法

律
が
改
正
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
マ

タ
ハ
ラ
な
ど
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
措
置
が
事
業
主
に
義
務
付

け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
育
児
休

業
や
介
護
休
業
な
ど
が
利
用
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

◇�

９
月
１
日
か
ら
12
月
28
日
ま

で
の
期
間
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
応
特
別
相
談
窓
口
」
を
開

設
し
、
労
働
者
や
事
業
主
か

ら
の
マ
タ
ハ
ラ
な
ど
の
相
談

を
集
中
的
に
受
け
付
け
ま

す
。

福
島
労
働
局
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
応
特
別
相
談
窓
口
」

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

�

０
８
０
０

－

８
０
０
４
６
１
１

　

詳
し
く
は
福
島
労
働
局
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
島
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

☎
０
２
４

－

５
３
６

－

４
６
０
９

　

職
場
の
中
で
起
き
て
い
る
、

賃
金
や
退
職
、
人
間
関
係
な
ど

に
関
す
る
困
り
ご
と
や
疑
問
に

つ
い
て
の
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。
相
談
は
、
平
日
の

面
談
や
電
話
で
の
相
談
の
ほ

か
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
や
電
子
メ
ー

ル
で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
４

－

５
２
１

－

７
５
９
４

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
及

び
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
の

事
故
に
よ
る
賠
償
等
に
係
る
ご

相
談
に
つ
い
て
、
白
河
相
談
窓

口
の
相
談
受
付
の
方
法
を
平
成

29
年
１
月
４
日
よ
り
事
前
受
付

に
よ
る
自
宅
へ
の
訪
問
等
に
よ

る
ご
相
談
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

詳
し
く
は
福
島
原
子
力
補
償

相
談
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

須
賀
川
税
務
署
よ
り
確
定
申
告

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

平
成
29
年
１
月
か
ら
65
歳

以
上
の
方
も
雇
用
保
険
の

適
用
対
象
と
な
り
ま
す

東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

株
式
会
社
か
ら
の
お
知
ら
せ

厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
特
別

相
談
窓
口
」
を
開
設
し
ま
す

「
労
使
困
り
ご
と
相
談
窓
口
」

の
お
知
ら
せ

( )
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10 月届出分 問
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

　
福
島
原
子
力
補
償
相
談
室

☎
０
１
２
０

－

９
２
６

－

４
０
４

〈
受
付
時
間
〉

　

月
～
金
曜
日  
９
時
～
19
時

　
土・日・休
祝
日  

９
時
～
17
時

　

白
河
司
法
書
士
相
談
セ
ン
タ
ー

で
は
、
須
賀
川
市
に
お
い
て
、
無

料
で
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
は
不
動
産
登
記
や

会
社
登
記
、
相
続
・
遺
言
、
多

重
債
務
、
少
額
の
裁
判
、
成
年

後
見
等
に
関
す
る
相
談
等
で
す
。

〇
開
催
日
及
び
場
所

須
賀
川
市
中
央
公
民
館
２
階

（
須
賀
川
市
八
幡
町
１
３
４
番
地
）

１
月
19
日
、
２
月
16
日
、
３
月
16
日

（
午
後
１
時
～
午
後
４
時
）

※�

事
前
に
予
約
を
お
願
い
致
し

ま
す
。
緊
急
を
要
す
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
相
談

員
を
紹
介
し
ま
す
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

問
白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
１
２
０

－

８
１

－

５
５
３
９

　

患
者
さ
ん
が
退
院
す
る
際
に
、

必
要
な
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
す

ぐ
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
、
県
中
医
療
圏
内
の
連
携
の

し
く
み
で
す
。

　

病
院
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
患

者
さ
ん
の
入
院
時
か
ら
情
報
を

共
有
し
、
退
院
に
向
け
て
、
話

合
い
（
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
）
や
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
な
ど
を
行

い
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
の
退
院
を
地
域
全

体
で
支
え
る
た
め
に
、「
県
中
医

療
圏
退
院
調
整
ル
ー
ル
」
を
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

おくやみ申し上げます

氏　　名 年齢 住　　所

鈴木　三男さん 85 松 川 字 横 川

遠藤タツヨさん 87 山上字百目鬼

野㟢ミツエさん 86 山 上 字 仮 宿

小玉ミサオさん 96 松川字新桑原

水野　幸男さん 82 大久田字花房

水野　ミヤさん 93 竹貫字横小路

鈴木吉四郎さん 91 鎌田字長光地

水野　タマさん 97 大久田字松久保

田邉　正巳さん 80 論田字下名花

こんにちは赤ちゃん

氏名・住所・保護者

渡
わたなべ
邉　咲

さ
月
つき
ちゃん

竹貫字竹貫
（太一さん、知美さん）

渡
わたなべ
邉　有

あり
咲
さ
ちゃん

竹貫字竹貫
（太一さん、知美さん）

無
料
法
律
相
談
の

�

お
知
ら
せ

県
中
医
療
圏�

退
院
調
整

ル
ー
ル
と
は

退院調整ルールの流れ
（介護保険サービスを
� 利用している方の場合）
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おふくろの駅祭り
チェンソーアート文化祭

城所さんによるカービングショー

　道の駅ふるどの「おふくろの駅」では、10月29日、
30日の２日間チェンソーアート文化祭が、30日には
おふくろの駅祭りが同時開催されました。
　29日に行われたチェンソーアートフリーカービン
グ大会には、県内外から11人が参加し、来場者によ
るアンケートの結果、初参加となる置田享さん（栃
木県宇都宮市）の作品「とら」が一番人気となりま
した。
　30日には、チェンソーアート世界大会４連覇城所
ケイジさんによるカービングショーが行われ、１時
間で１体の作品を制作するスピードカービングが披
露されました。
　両日とも町内の井丸富夫さんによるグリーンウッ
ドワークのワークショップが行われました。
　おふくろの駅祭りでは、おざわふぁーむの出店や
アクツコンニャク㈱によるこんにゃく製品の詰め放
題などが催され、多くの人で賑わいました。
　また、今年も城所さんによって来年の干支「トリ」
にちなんだ軍鶏(しゃも)が制作されましたが、今回
はエアブラシアーティストの柴田友助さんによって
エアブラシで色づけされ、よりリアルな作品へと仕
上がりました。

柴田さんによって色づけされる軍鶏

やぶさめくんとハイタッチ

賑わったおふくろの駅まつり

フリーカービング大会  参加者のみなさん

完成した軍鶏（おふくろの駅に展示されています）


